
４月３０日（木）読解・視力・披露 

本年度は、木曜の朝は「国語タイム」です。最終週には

読解力を育てる問題に取り組みます。PC に送られた資料

の音読をしてから、学び合って問題を解き、解答を PCで

送ります。全問正解しなければ、何度でも再送信すること

にしています。高学年は新聞記事、中学年は校長からのメ

ッセージを資料にしていきます。写真は三年生。張り切っ

て音読している場面です。全問正解率は、８割程でした。 

一年生が視力検査をしていました。今や視力検査もデジ

タルの時代。空いている箇所を指で示す活動自体が珍しく

なっています。上下左右のどこかが空いている円を見て、

空いてる箇所を指で答えるのですが、なかなか難しいよう

です。空いている箇所が分かっても、それを先生に伝わる

ように指すのに苦労している子が多く見られました。アナ

ログにも、人を鍛える良さがあると思います。 

昼休み、二人の四年生が校長室にやってきました。リコ

ーダーでふけるようになった曲を聴かせてくれるためで

す。きっとできるようになったことが嬉しかったのでし

ょう。二人はきれいな音で一曲を披露してくれました。こ

の音は、廊下にも聞えます。しっかりその音を聴いていた

友達がいました。心配していたようです。二人が校長室を

出ていくと、その子は「合格」を伝えてくれました。 

 

４月２９日（水）昭和 

祝日。昭和の日です。昭和生まれの私にとっては、「昭

和」という言葉には深い思い入れがあります。「昭和の考

え方」などと批判的に言われても、なぜか反発する気にな

らないことの方が多いです。スポーツは根性論、大人から

の指導も忍耐論、勉強は暗記中心、そんな中で育ったこと

は、もしかしたら幸せだったのかもしれないと思うこと

さえあります。写真は、昨日見た、虹です。 

 



４月２８日（火）生活朝会・木・聴く 

本日の生活目標朝会は、安全担当からの話でした。ま

ず、「学校に何をしに来ているか」という問いを書くクラ

スで学び合わせました。「友達をつくる所」「勉強する所」

「給食を食べる所」などなどの声が、私がいた教室では聞

こえてきました。担当からは「失敗して成長する所であ

る」ことと「してはいけない失敗」についての話がありま

した。命の大切さについて、話してくれたのです。 

四年生が木の下に集まっていました。どうやら図工で描

く木を選んでいるようです。また、どの角度から描くかを

決めているようです。いろんな声が聞こえてきました。ま

た、いろんな写真を見せてもらいました。どんな絵を頭の

中で描いているのかは分かりませんが、とっても楽しみに

していることが表情から伝わってきました。なぜなら、移

動する足がスキップだったからです。 

三年生が、話を聴くために大事なことについて学び合

っていました。活動の動画を TV で見て、気づいたことを

発表しました。「黙って聴く」「相手が話している時は一言

もしゃべらない」「相手を見る」「相手の顔を見る」などな

ど。ある子が「うなずきながら聴く」と発表すると、周り

の多くの子がうなずいていました。これを発表してくれ

た子も、嬉しそうな顔をしていました。 

 

４月２７日（月）脱走・係・自慢 

昼休み、四年生が数人で校長室にやってきました。小走

りでやってきたことが分かったので何かあったのだと分

かりました。「カメが脱走している！」というのです。校

庭で歩いているらしく、捕獲をお願いしました。４、５人

で校庭に勢いよく出ていき、無事に住まいに戻してくれ

ました。池を見ると、甲羅干しをする場所が水かさが増し

てなくなっていることに気づきました。心配してくれる

子がいることは、嬉しいです。 



六年生が係活動をしていました。そのポスター作りを楽

しそうに行っています。自分で決めた係、自分たちで決め

た活動、自分たちで考える計画、自分たちで相談して作る

もの、だから楽しそうなのでしょう。活動の結果が出るこ

とも嬉しいでしょうが、計画の段階もそれ以上に楽しいも

のです。期待と想像がふくらむ、貴重な時間です。 

二年生の教室に「おうぎ小のじまん」が貼ってありま

す。嬉しい言葉がたくさん並んでいます。給食がおいし

い、勉強が楽しい、校庭が広い、友達がやさしい、カメが

かわいい、図工は最高、花がきれい、みんなが仲良し、た

くさん遊べる、などなど。このような活動で愛学心も育つ

ことでしょう。さらに、この学校で張り切って学ぶ意欲に

もつながると考えます。 

 

４月２６日（日）公園 

昨日から、「本日の好天」と「見頃」の情報を得て、あ

る公園に行ってきました。ネモフィラがあたり一面に広

がっている場所まで歩き、癒されました。人もたくさん。

連れられた犬もたくさんいました。自然の美しさとん管

理する方々のご苦労を感じて、元気ももらいました。人が

訪れたくなるような、きれいな学校、感動がある学び舎を

創りたいものだと決意を強くしました。 

 

４月２５日（土）選手権 

本日は、残務や来週の準備があり出勤。学校から、定期

的に通っている病院にも行ってきました。その間に、7 時

に配信した「第一回扇っ子算数選手権」の回答が、40 以

上集まっていました。ほとんどの子が正解していました。

朝早く起きて、頭を使ってくれた扇っ子に元気をもらい、

仕事に加速がつきました。進級して張り切っている子が

多く、とてもうれしいです。 

 



４月２４日（金）感謝・春・掃除 

おうぎ学級では、昨年度まで担当してくれた先生への

感謝の会を行いました。「ありがとうの火」を灯して、そ

の先生に消してもらったり、できるようになったことを

披露したり、みんなで合唱したりと、とっても素敵な会で

した。先生たちも喜んでいました。子供たち自作の花束や

手紙をもらった先生たちは、大事そうにそのプレゼント

を抱えて学校を後にしました。またどこかで会えること

を楽しみにしたいと話していました。 

二年生が春を感じる言葉を集めていました。このクラス

では、その中の一番を決めて、一人ひとりが黒板に描きま

した。最も多かったのが「さくら」です。他にも「さくら

もち」「うめ」「カメ」「たんぽぽ」「つくし」「てんとう虫」

「ミツバチ」などが、黒板に書かれました。子供たちが選

んだ「春の言葉」を見ただけで、気持ちがあたたかくなる

のは、私が日本人だからだと感じました。 

一年生の教室では、六年生が一年生と一緒に掃除をし

ています。しばらくはこの姿を見ることになりそうです。

黙って見本を見せている六年生もいれば、ほうきの使い

方を手取り足取り教えている子もいます。一年生の姿を

見ていると、とにかく「自分でやりたい」「やってみたい」

という気持ちがよく分かります。一年生にとっては思い

机運びなども、歯を食いしばりながら張り切って行って

いました。 

 

４月２３日（木）校歌・どうする・クラブ 

音楽朝会で、校歌を合唱しました。「扇スマイル」を意

識して歌った声は、体育館に響き渡りました。ちょうど来

校して門から車で入ってきた方々にも聞えたようです。

足、手、息、眉毛、目、鼻の穴、口すべてを意識してスマ

イルをつくって歌うことを、担当が扇っ子に話しました。

歌い終わった一年生が「二番も歌いたかった」「三番まで



歌いたかった」と口にしていたのがとっても嬉しかった

です。自走する子に一歩近づく感想です。 

２年生がクラス会議をするために、イスで輪を作りまし

た。５分以内にできたことを、先生はまず褒めました。そ

して「もっと早く作るにはどうするか」を子供たちに問い

ました。「練習する」「声をかけ合う」「友達のも手伝って

あげる」「机を早く後ろに寄せる」の意見が出ました。こ

の４つの意見に、集団をよくするためのヒントがたくさん

詰まっています。このようなことを考えさせることが、教

育なのだと感じました。 

本年度第一回目のクラブ活動がありました。委員会同

様、クラブ長や副部長を決めたり、自己紹介をしたり、計

画を立てたりして、一回目の活動が終わりました。自己紹

介では「僕は〇〇クラブにずっと入りたくて、今年は入れ

てうれしいです」「私は〇〇が好きなので、このクラブに

は入れてよかったです」「去年〇〇クラブに入れなかった

ので、今年入れたので、がんばります」などの期待と喜び

の声を聞くことができました。 

 

４月２２日（水）鉄・こいのぼり・リレー 

昇降口から音が聞こえてきたので行ってみると、四年

生でした。金槌で何かを叩いています。鉄のようです。私

の存在に気づいた子が次々に、叩いてできたモノを見せ

に来てくれました。「こんなに薄くなった！」「ハートの形

ができた！」「うすっぺら！」「ここまで薄くしたよ！」な

どなど。理科で物質の学習をしたようです。もちろん、私

の存在に気づいても、黙々と叩き続けている子ばかりで

した。「問い」が生まれそうな雰囲気を感じました。 

休み時間、一年生の教室に入ると、かわいいこいのぼり

が机の上にあることに気づきました。「これを作ってたの

ですか？」と尋ねると、十人近くの子が自作のこいのぼり

を持って集まってきました。そして、見せてくれました。

色を塗っただけだと思いましたが、それぞれに個性があっ



ておもしろいと感じました。５月にどこかで、張り切って

泳ぐのでしょうか？ 

校庭で、三年生と六年生が体育をしていました。どちら

もリレーをしています。三年生は折り返しリレー、六年生

はトラックを使って一人が半周する一般的なリレーです。

共通した活動に気づきました。チームごとの作戦会議で

す。おそらく学年によって中身は違うのでしょうが、勝つ

ためにどうするかを考えることは、とっても大事なこと

です。作戦通りに行ったかの反省を活動後に行い、さらに

団結していくチームになっていくのです。 

 

４月２１日（火）体育朝会・同じ数・クモ？ 

本年度最初の体育朝会を行いました。整列、体操隊形、

気をつけ、礼、前へならえ、休め、体育座り、など、集団

行動の基本を確認しました。高学年の子にとっては、毎年

行っていることかもしれませんが、一年生にとっては初

めてのこと。先輩たちの動きに、あっけにとられたような

表情をしていました。全校が並び、動く、集団美を感じて

くれた子もいたはずです。 

一年生の算数では、教科書の絵の中から、同じ数のもの

を見つける活動をしていました。先生の指示で、ブロック

を絵においていきます。数を調べて、「ウサギとタイヤの

数は同じ」などと見つけられれば目標達成です。しかし中

には、しっかり自走している子もいました。「うさぎとな

わとびの数は同じ」と、ブロックを置かなくても、絵で分

かる一対一対応のものを見つけたのです。 

二年生が校庭で虫や花を見つけていました。ある子が

ブロックからクモ（？）が出ているのを発見、それを周り

に伝えると、数人が集まってきました。よく見ると、十匹

以上の同じ仲間がウヨウヨと動き回っています。ある子

が言いました。「この穴から出てきたんだ！」。また「さっ

き、ここを叩いたから出てきたんだ！」。クモに聞いてみ

ないと分かりませんが、素敵な「？」だと思います。 



４月２０日（月）たし算・入れる？・委員長 

二年生の算数を見ていると、先生が「昨日〇〇さんがや

った方法です」と、TV 画面に〇〇さんのやり方を映し出

しました。写真を提示する場面はよく見ているのですが、

この時は動画でした。〇〇さんがブロックを使ってどの

ように考え、答えを出したのかがよく分かります。見てい

た子供たちも「ほんとだ」「よくわかる」「なるほど」など

と、理解してくれた声をあげていました。 

一年生の道徳では、遊具で遊んでいる場面を使って、 

学んでいました。並んでいるところへ、友達の一人が「入

れて」と言ってきます。それを入れてあげるかどうか。一

年生なりの考えがよく分かりました。「優しく言ってくれ

たら入れてあげる」「人数が多かったら入れない」「いじわ

るした人は入れない」「知ってる人だったら入れる」「言い

方が悪かったら入れない」など、予想以上にしっかりとし

た考えが発表されていきました。 

 先週の活動で決まった、52 代目の各員会委員長が、職

員室へ自己紹介にやってきました。廊下では貴重気味で、

自分の台詞を確かめている子もいましたが、入ってくる

と堂々と、自己紹介を続けていきました。「〇〇委員会、

委員長の〇〇です。私は、扇小学校の良さをもっと伸ばし

たいと考えています。一年間、よろしくお願いします！」

などと。職員室の先生たちも、温かいまなざしと拍手をお

くっていました。 

 

４月１９日（日）お祭り 

本日は、自宅で仕事をすることにしていました。出かけ

る所用もあったためです。朝、健康のために散歩をしてい

ると、ある幼稚園に貼ってあった掲示物に目が留まりま

した。金子みすゞさんの詩です。見えぬものでもあるんだ

よ。何度か読んで考えさせられた言葉ですが、改めに考え

るところがありました。歩きながらしばらくは、この答え



を探していました。 

 

４月１８日（土）お祭り 

数人の職員が出勤してきました。来週は今年度初めて

の保護者会もあり、やることがたくさんあるのでしょう。

私も朝から校長室で仕事。その合間に、おとうろう祭のお

祝いに出かけました。10 時前に詰め所に伺いましたが、

すでに通りは出店の準備等で盛り上がっていました。天

気も最高、二日間暑いとの予報も出ています。祭りが盛り

上がり、子供たちが楽しみ、入間市が元気になることを祈

って、また学校に戻りました。今年も祭りは楽しめず。 

 

４月１７日（金）人数・学び合い・花 

おうぎ学級の算数で、ジャンプの課題に取り組んでい

ました。紙一枚を貼るのに画鋲が４つ必要です。扇小全員

の作品を貼るときに、画鋲がいくつ必要かという問題で

す。かけ算の勉強ですが、４×６７６の計算で答えが出る

ことは分かったようですが、扇小の今の全校児童数が分

からないので、私の所に聞きに来ました。すぐには教えま

せん。「学校だよりに書いてあるよ」と伝えると、その子

はいくつかの教室に行って学校だよりを探しました。 

四年生の算数では、活発な学び合いが行われていまし

た。まだまだ友達の様子がつかめていない状況だからなの

か、素敵な言葉を耳にしました。「これ分かる？ 教えて

ほしい？ 算数は得意？」、「分からなかったら、いつでも

聞いてね」、「一緒に考えようよ」、、、。他者理解をしようと

する言葉や、協働しようとする言葉を聞いて、嬉しくなり

ました。 

二年生が、探し出した春をワークに書いていました。

「何という花？」と数人に聞いたのですが、「桜」以外は

回答を得られませんでした。私はある話を思い出しまし

た。名称を知ってしまうと表現力が落ちることがあると



いうことです。確かに「桜」は明確な回答です。しかし、

他の子は「黄色と白がとてもきれいな花で、中にたくさん

咲いている花だった」などと説明してくれました。知識と

表現力、深い問題だと感じました。 

 

４月１６日（木）体育・名前・委員会 

一年生が校庭で体育をしていました。整列の仕方や集

合の仕方などなど、これから六年間活動するための大事

なことを学んでいました。「前へならえ」「休め」「右向け

右」などは、まだまだぎこちない感じでしたが、まっすぐ

並ぶことはできるようになっていました。また、並ぶ順番

も覚えたようです。これからこの広い校庭で、思いっきり

体を鍛えてもらいたいです。 

二年生の書写の授業で、担当する教師が素敵な話をして

いました。自己紹介で自分の苗字が変わったことを話して

いたのです。苗字は父親と母親からもらった大事なもので

あること。大事な人と一緒になったので、その大事な人の

父親と母親からの大事な苗字をもらうことにしたこと。名

前を大事にしてもらいたいこと。子供たちがとても真剣に

聴いていたのが印象的でした。 

今年度一回目の委員会がありました。五年生にとって

は憧れの活動のようで、目を輝かせて集合場所に移動し

ていました。計画委員会では委員長（52 代目児童会長）

が決まりました。四人の六年生が立候補して決意表明を

語ってくれました。「幸せな学校にする」「明るく楽しい学

校にする」「扇小のいいところをもっと伸ばす」「かっこい

い委員長になる」と力強くアピールしました。 

 

４月１５日（水）入間市・友情・金属  

一年生が国語でひらがなの学習を進めています。この

日は、「い」の書き方、使い方を学んでいました。先生が

「いを使う言葉、何があるか」と聞くと、たくさんの子の



手が上がって発表が続きました。「犬」「一年三組」「一輪

車」「いかだ」などなど。ある子が「イルティ」と発表す

ると、ちょっとした笑いが起きました。続いて発表する子

が「入間市！」と言ってくれました。 

五年生の道徳では、友情について学び合いました。「ど

んな時に友情を感じるか」と問われると、いろいろな意見

が出ました。「励ましてくれる時」「助けてくれる時」「優

しい声をかけてくれる時」「なぐさめてくれる時」などな

ど。そんな中「学び合いで感じる」「運動会の時に一番感

じる」などの意見も出ました。日常生活でも、行事でも友

情を感じられるような学校にしたいものです。 

四年生の理科で「見ただけで金属かどうか分かるか」と

いう学習をしていました。分かると答えた子は「重そうだ

から」「つるつるしているから」などの理由を書いていま

した。重いかどうか、さわった感じは見ただけでは分から

ないことが学び合いで確認されて、金属を判別するため

の視点が練りあがっていきました。子供たちの目が輝く

ような実演もあり、たのしい授業でした。 

 

４月１４日（火）迎える会・鉄棒・写真  

一年生を迎える会を、昨年度の計画委員の子が進めて

くれました。とても立派な態度でした。はじめの言葉では

「２年生～６年生を覚えてくれたらうれしいです」と、児

童代表の子は「分からないことがあったら何でも聞いて

下さい。勉強も運動も頑張って、愉しい学校生活にしてく

ださい」と、一年生に向けて話してくれました。一年生も

「勉強、給食、遊ぶのが楽しみです！」と元気に話してく

れました。 

休み時間校庭にいると、３年生の子が話しかけてくれま

した。「一番高いところでできるようになった」と言うの

です。この子は２年生の時、一番高い鉄棒に上がることに

挑戦し続けた子です。昨年度は何度も挑戦する場面を見せ

てもらいましたが、成功場面を見ることができませんでし



た。一つ学年が上がり、この挑戦が成就しました。その場

面を見ることができて、とても嬉しかったです。 

おうぎ学級の子が学校探検で、校長室にやってきまし

た。出ていく子が口をそろえて言ったのが、「写真がたく

さんあった」ということ。歴代校長の写真に目がいくよう

です。「なんで校長先生はいないの？」という素敵な「？」

を私に聞いてきました。簡単には説明できないので、「誰

かに聞いて分かったら教えて」と答えておきました。 

 

４月１３日（月）お世話・学び合い・紹介  

朝の一年生の教室には、六年生が入っています。登校後

の支度などのお世話をしたり、不安な子に話しかけたり

しています。掃除の時間になると、この日は校歌を教えて

いました。廊下の掃除も六年生が行っています。毎年のこ

とですが、本当に微笑ましい姿です。六年生も一年生のお

世話にやりがいをもって取り組んでくれています。喜ん

で活動する姿を見せてくれます。リーダーとしての自覚

が実感に変わっていく活動なのです。 

四年生の算数の授業では、さっそく学び合いが行われて

いました。自分が解決したことを友達にしっかり説明でき

るかの課題に取り組んでいました。説明するのは簡単なこ

とではありません。また、聴いてくれる子の力も必要にな

ってきます。新しい学級が始まったこの時期、友達理解に

もつながります。自分の考えを分かってくれる人がいるの

は、嬉しいものなのです。 

二年生が、中庭で花を見つけていました。その場に行っ

てみると、何人もの子が私に摘んだ花を見せてくれまし

た。「きれいだね、何て言う花？」と聞くとほとんどの子

から「分からない」と返ってきました。当然でしょう。し

かしある子は言ってくれました。「調べてみます！」と。

自走する子が育っているのを実感しました。「？」から探

求する力を高めていってもらいたいです。 

 



４月１２日（日）感想  

校務用 PC には、たくさんの感想が送られてきました。給

食、学年朝会、新しいクラス、どんな自己紹介をしたのか。

学年朝会については「先生たちのことが分かってよかっ

た」「先生たちにはたくさんの特技があって驚いた」など。

給食に対しては「久しぶりでうれしかった」「牛乳が変わっ

たので驚いた」などなど。休日でも子供たちの声が聴ける

この「すぐーる」には、今年もたくさん活躍してもらおう

と思っています。 

 

４月１１日（土）花壇  

午前中は出勤。いつも通りに掲示物や HP の更新などな

ど。年度当初はやることがたくさんある職員が多いので、

数人が休日出勤してきました。帰り、とっても良い天気だ

ったので花壇の花が輝いて見えました。ふと考えました。

どんな天気でも花は輝いているはずだと。そして、子供た

ちも同じです。どんな状況でも本来は輝いているはずだと。 

 

４月１０日（金）学年朝会・安全・紹介  

校庭で学年朝会。各学年で、一年のめあてを確認したり、

めざす姿を話し合ったりしました。メインは先生の自己紹

介です。自身のクラスの先生のことは分かっているので、

他のクラスの先生の話には興味をもって聞いていました。

「声が大きい」「歌が好き」「テニスをやっていた」「けん玉

が得意」「野球をやっている」など、先生もその技を見せた

りして自己紹介。子供たちもとても喜んでいました。 

一年生の交通安全教室が行われました。安全な歩行の仕

方を、実演や体験を通して学びました。「赤は絶対渡りませ

ん」「青はよく見て渡ります」「青のチカチカと黄色は、も

う渡りません」などの合言葉も確かめました。とても基本

的なこと、大事なことです。横断歩道を渡る前に待つ時に



は、少し道路から離れて立っていることも指導がありまし

た。交通事故に遭わないために、最低でもこのことは守っ

ていってもらいたいです。 

この日に一番たくさん見かけたのは、自己紹介カードを

書く活動です。「何て呼んでほしいか」「好きなこと」「めあ

て」「長所」「短所」「がんばりたい勉強」などなどの欄に、

子供たちは多少悩みながら書き込んでいました。「冒険に

持っていくなら何？」というおもしろい質問もありまし

た。「テレビ」「ライター」「友だち」「布団」などの回答が

あり、ここでも個性が光っていると感じました。 

 

４月 ９日（木）自己紹介・撮影・登校班  

新しいクラスの友達に向けての自己紹介を、各クラスが

行っていました。名前、好きなこと、得意なこと、苦手な

こと、今年がんばりたいこと、みんなへの一言などなどを、

一人ひとりがクラス全員に向けて話していました。「チャ

イム席をがんばりたい」「友達と仲良くしたい」「算数が苦

手」「落ち着いて考えることが少し苦手」などなどの声を聴

きました。一年生でもやっていて「好きなことは勉強です」

という、とてもうれしい声を聴くことができました。 

新年度二日目、よい天気。集合写真や個人写真を撮って

いる場面もたくさん見ました。ワクワクしている子供たち

が笑顔をつくりやすい状況です。教室で撮影しているクラ

スもありましたが、校庭で撮影していたクラスの子たちか

らは輝くような笑顔を感じました。おそらく一年間掲示さ

れることでしょう。年度末に同じ場所で撮って比べること

もありそうです。 

通学班編成が行われました。教室の位置が変わった関係

で、それぞれの教室にたどりつけない子もたくさんいまし

た。しかし班長が優しい態度を見せてくれました。迷って

いる子を探しに行ったり、放送を要請したり、教室まで迎

えに行ったりしてくれました。一年生を迎えに行く担当の

子もしっかりしていて、例年以上に一年生の教室がすばや



く空になりました。令和８年度の通学班班長は、大きな安

心感を抱かせてくれました。 

 

４月 ８日（水）対面式・始業式・入学式  

新しいクラスに並び替えて、ドキドキの表情を浮かべ

た子供たちと対面したのは、本年度の全教員です。新しく

来た先生たちが自己紹介をし、それぞれの担当について

は私から紹介しました。調理員さん、栄養教諭、養護教諭、

事務・・・。そして担任の先生 25人はあいうえお順で紹

介しました。始業式後に、教室で新担任と劇的な（？）出

会いをすることになります。 

始業式では、児童代表の六年生が今年の目標を話してく

れました。「扇っ子を引っ張っていくこと」「責任感を持っ

て取り組むこと」「中学に向けて充実した毎日を送ること」

の三つをがんばると力強く語りました。２年生～５年生も

黙って聴いていました。新しいリーダーへの期待が高まっ

たことと思います。 

第５２回扇小学校入学式。昨年までは新担任の後ろを

ついて入場したのですが、今年は式の中で担任を発表し

ました。プラカードを持った担当の者の後ろをしっかり

歩いて入場した一年生は、指示通りに歩き、席に座り、よ

い姿勢で式に参加しました。立派な態度でした。私は「先

生の話を黙って最後まで聴く」「自分でできる事は自分で

行う」の２つを話しました。 

 

４月 ７日（火）研修  

午前中は、５本の研修をぎゅっと詰めて行いました。児

童理解、給食指導、保健対応、校内研修、校務システムに

ついてです。給食と保健は、命にかかわることもあるので、

ていねいな説明が担当からありました。間違えてはいけな

いものです。午後は、それぞれの担当が前日準備です。担

任になる先生は、時間をかけて黒板にメッセージを書いて



いました。遅くまで教室にこもっていた者も数名いたよう

です。出会い、ワクワクしています。 

 

４月 ６日（月）準備  

扇小学校第５２代目のリーダーが登校してきました。

新年度の準備、入学式の準備、一年生の教室づくりをやっ

てくれるためです。よく働いてくれました。自分の担当が

終わっても、他の場所に行って自ら動く姿を見ることが

できました。頼もしい最高学年の姿を見て、新しい先生た

ちも嬉しそうでした。「きれいに掃除してくれた」「みんな

があいさつしてくれた」「自ら仕事を探して働いていた」

などの感想を話してくれました。 

 

４月 ５日（日）新システム  

本日は朝から出勤。掲示物や HPなどなど、一人でじっく

りと考える時間も作りました。文書等も年度初めは大量に

届きます。今年から紙で通知が届くことがほとんどなくな

り、すべてメールで送られてきます。チェックの仕方もな

かなか慣れずに時間がかかります。私は新しいシステムに

切り替わることが好きです。脳が活性化されるような感覚

を持てるからです。この日も、愉しみながら PCと向き合い

ました。 

 

４月 ４日（土）桜  

午前中は、花見を兼ねて近所の散歩をしました。たくさ

んの満開の桜を見ることができ、気持ちが明るくなりま

す。季節のある日本に生まれたことに感謝するひととき

です。予報では雨が降ることになっていることから、花見

の場所取りをしている人には会えませんでした。雨で散

ってしまうのも、桜の美しさだと、最近は思えるようにな

りました。 



４月 ３日（金）下見  

職員の多くは、遠足等の下見に出かけました。熊の出没

を想定したり、子供の特性を考えたりして、行先も例年よ

りも練ってから出かけていきました。私は午前中は出張、

午後はじっくりと新学期の準備を進めました。すぐーる

には「新学年で楽しみなこと」が続々と届いています。新

しい友達、新しい先生、新しい勉強、新しい行事などなど、

扇っ子は希望に胸を膨らませているようです。桜も満開

に近づいてきましたが、週末の天気が心配です。 

 

４月 ２日（木）会議・研修  

本日は、午前中が会議と研修。午後は各学年の会議と新

年度の準備。職員が頭をフル回転させて、クタクタになっ

た一日となりました（私だけかも）。会議では、本年度の

経営方針「自走する子を育てるふるさと扇」、本年度の重

点「子供を信じる、信じ切る」、四月の行事、各担当から

の確認事項などなどを確認しました。 

研修では、扇小の「子供の動かし方」等を中心に、体育

の基礎基本を動きながら確認しました。新しい先生たちも、

一緒に動いたことで連帯感がわいてきたようです。 

 

４月 １日（水）スタート  

令和８年度が始まりました。新しい職員１５人が、扇小

教職員の仲間に加わりました。新任教諭以外は、午前中に

顔合わせ。本校の職員の多さに圧倒されていた方もいま

す。辞令交付式を終えた新任教諭が本校に着任したのは

１６時。令和８年度の扇小学校教職員が全員揃いました。

新しい大航海が始まりました。新しい先生方は、皆、張り

切って楽しく取り組んでくれそうな方ばかり。とっても

楽しみです。 

 


